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研究成果の概要（和文）：幸福度は，ＧＤＰなど社会・経済環境からなるマクロ要因と，個人的属性や業績から
なるミクロ要因の両方によって決まる。本プロジェクトでは，国際データまた日本国内のデータを用いて，幸福
度を決定する要因を明らかにした。分野は，幸福度の国際比較，日本の幸福度，働き方と幸福度，コロナ感染と
幸福度について研究を進めた。マクロ要因としては，所得不平等，社会保障制度の役割が幸福度に大きく影響し
ていることを明らかした。ミクロの分析では働き方に注目し，日本の働き方で幸福度や生産性を押し下げている
要因などを明らかにした。研究成果として，高い幸福度→高い生産性→短い労働時間→高い幸福度という好循環
のメカニズムを提唱した。

研究成果の概要（英文）：Happiness is determined by both macro-level factors such as GDP, as well as 
micro-level factors such as demographics and personal achievements.  In this project, we used data 
from many countries including Japan to identify the determinants of happiness in the following four 
categories:  International comparison of happiness, happiness in Japan, work and happiness, and 
Covid-19 and happiness.  Our results clearly show that income inequality and social insurance system
 are significant sources of happiness at the macro-level.  Our micro-level studies focused on 
happiness in the area of work in Japan and uncovered factors which lower happiness and productivity.
  We propose a cyclical framework which shows that high happiness leads to high productivity which 
leads to less work hours which leads to higher happiness.

研究分野： Labor economics, happiness studies

キーワード： happiness　subjective well-being　motivation　productivity

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
幸福の追求は，人間の行動を研究する上での基本的かつ普遍的な条件である。近年，データ・分析手法の進化に
より，幸福をより科学的に，より体系的に研究できるようになってきた。このプロジェクトでは，これまでの幸
福に関する研究成果を踏まえ，幸福の決定要因をミクロとマクロの両面から，国際データまた日本のデータを用
いて分析した。研究結果は，幸せを決定するメカニズムの解明に貢献し，経済的ウェルビーイングと主観的ウェ
ルビーイングの複雑な関連性の理解を深めた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
幸福の追求は，人間の行動を研究する上での基本的かつ普遍的な条件である。しかしながら，
何が人を幸せにするのかについての研究の歴史は浅く，その本質はいまだに深く理解できてい
ない。近年においては，データ・分析手法の進化により，幸福をより科学的に，より体系的に研
究できるようになってきた。 
また，ウェルビーイングを客観的指標と主観的指標に分けた場合，今までは国の豊かさを示す
のは（GDP に代表されるように）前者が支配的であった。その背景には，両者の相関は強い，
つまり客観的ウェルビーイングが高いと同時に主観的ウェルビーイングも高いとみなされてい
た。しかし Easterlin Paradoxが説くように，経済成長と主観的ウェルビーイングの相関は必ずし
も強くないことも実証された。このような問題意識を背景に，近年は幸福度，生活満足度といっ
た主観的ウェルビーイングの研究が注目を集めるようになった。 
 
２．研究の目的 
本プロジェクトでは，幸福度を社会科学的な視座から捉え，国際データまた日本国内のデータ
を用いて，幸福度を決定するマクロ要因とミクロ要因を明らかにした。また，研究期間がコロナ
感染時期と重なったことから，コロナ感染とウェルビーイングの関係についても分析を行った。 
 
３．研究の方法 （＊研究論文については，「参考文献」を参照） 
研究にあたっては数々のミクロデータを収集して，統計分析を行った。論文[5]では，1970～2020
年の所得と幸福度の関係を多国間で比較した。データはアメリカの General Social Survey，日本で
は国民生活選好度調査，欧州では Eurobarometer および European Social Survey，南米では
Latinobarometro データを使い，メタ分析を行った。論文[6]では，野村総合研究所が 2020 年に実
施した 8か国比較（日本，アメリカ，イギリス，ドイツ，イタリア，スウェーデン，中国，韓国）
のデータを元にテレワーク利用と幸福度の関係を明かすロジスティック回帰分析を行った。論
文[8]では，World Values Surveyから日本のデータを抽出し，1990年と 2010年の二時点比較を行っ
た。1990年と 2010年の間の幸福度の変化とその決定要因を，ブラインダー・ワハカ分解を使い
明らかにした。論文[9]では，働くモチベーションと幸福度を高める条件を見出すために，各種企
業の人事担当者にインタビュー調査を行った。 
 
４．研究成果 
研究は四つの分野にまとめることができる。 

 
A．幸福度の国際比較 
論文[2]では，所得と幸福の相関が時間の経過とともに変化しているかについて，国際比較を行
った。過去 50年間で，アメリカやヨーロッパのいくつかの国では，所得と幸福の相関は低下す
るどころか，上昇していることが確認できた（日本ではこの相関は変化していない）。所得-幸福
相関は，国民 1 人当たり GDP と所得不平等の両方が高い場合に高くなる傾向があり，1人当た
り GDPまたは
．．．
所得不平等のどちらかが低い場合に低くなる傾向があることがわかった。これら

の結果は，幸福におけるお金の役割を理解する上で，国民の経済的豊かさだけでなく所得不平等
を考慮することの重要性を示唆している。 
論文[1]では，マクロな視点から不平等と幸福度の関係に着目した。データ分析を通して，北欧
諸国など，税率は高いが再分配制度がうまく機能している国々では不平等は小さく幸福度が高
い一方で，税率が低い国々では，不平等は大きく，幸福度は低いことを明らかにした。政策とし
て，累進的な所得税，ベーシックインカムなどを提唱した。 
 
B．日本の幸福度 
上述のように，Easterlin Paradox は，経済成長と幸福度の関係は弱いことを指摘した。ただし

Easterlin は正しい条件がそろえばこの関係は成り立たないかもしれないという可能性を残した。
論文[8]は，どのような条件で経済成長と幸福度の関係は強まるのかについて考察を深めた。そし
て，この枠組みの応用例として，1990年代に高度経済成長と幸福の停滞というパターンから，緩
やかな成長と幸福の向上という傾向に変化した日本に焦点を当てた。特にこの期間中に実施さ
れた政策改革について議論し，幸福度の変化について分析した。 
計量分析では，まず日本の社会保障制度支出額・寛容度と生活満足度が強く相関していること
を示した（図 1）。さらにブラインダー・ワハカ分解分析では，制度改革の主な対象となった高齢
者，子持ち世帯，女性の間で，幸福度が上昇していることが示された。この結果は，社会的保障
制度・セーフティーネットが経済成長と幸福の持続的な増加を両立させることができるという
仮説と一致している。 
 
 
 



 
図 1 日本における社会保障制度寛容度と生活満足度の関係（1981-2010年） 
注：Lowess Smoothed Curves。（Sarracino, O’Connor and Ono. 2022）  

 
C．働き方と幸福度 
労働時間と幸福度が負の相関にあることはミクロでもマクロでも示されている。例えば，図 2
は両者の国際比較を示している。 

 
図 2 労働時間と幸福度の国際比較（Ono 2018） 

 
論文[2]，[4]，[9]では，働き方と幸福度について考察を深めた。日本は OECD 諸国の中でも生
産性は平均値を下回る。日本の生産性を高めるためには何が必要なのかという問題意識から研
究に挑んだ。 
論文[9]では，定性的なアプローチを取り入れ，各種企業の人事担当者にインタビュー調査を行
った。その結果判明したのが図 3である。 
 

 
図 3 働く質を向上させるための基礎条件（小野 2019） 



 
まず働く質の向上，生産性の向上は目的ではなく，結果である。社員の働きがいとウェルビー
イングを高める条件が満たされれば，その結果として生産性は自ずと向上し，企業の業績は上が
る。そして，ウェルビーイングを高めるために図 3に示す 6つの条件を明らかにした。 
論文[2]では，働き方と幸福度を決めるマクロとミクロ要因について，さらに研究を深めた。ま
た，論文[9]の結果を踏まえ，幸福度，生産性，労働時間が図 4のような循環になっていることを
示した。図 4は，悪循環のケースを示す。つまり長時間労働は幸福度を下げる，幸福度が低いと
生産性も低い，そして生産性が低いから労働時間が長くなる。好循環のケースはその逆となり，
つまり高い幸福度→高い生産性→短い労働時間となる。この研究結果は，長時間労働の是正には
高い幸福度とモチベーションが不可欠であることを示している。 

 
図 4 幸福度，生産性，労働時間の循環（Lee and Ono, forthcoming） 

 
D．コロナ感染と幸福度 
論文[3]，[6]，[7]は，2020年以降に出版された論文で，コロナ感染と幸福度の研究成果を報告し
ている。 
論文[6]では，コロナ感染とテレワーク利用が生活満足度に与える影響を 8 カ国において統計
的に検証した。2020年 1～3月の時期にコロナは拡大した。そこで回答者をコロナ感染前からテ
レワークを利用していた人と，コロナ後にテレワークを利用し始めた人に分けて，それぞれの生
活満足度を推計した。前者については，コロナ後の生活満足度が有意に高まった。一方で，後者
については生活満足度に有意的な効果は見出されなかった（図 5）。コロナ感染拡大後にテレワ
ークを利用した人は，ロックダウン等により非自発的にテレワークを強いられた人が多かった。
一方でコロナ感染前からテレワークを利用していた人は，自発的に使っていた。すなわち，テレ
ワーク利用の自発的対非自発的の違いが生活満足度に影響を与えているという解釈ができる。 
 

図 5 テレワーク利用と生活満足度の変化（Ono and Mori 2021） 
 
論文[7]では，テレワークを始め，コロナ感染が IT利用の不平等をさらに拡大させ，人々のウェ
ルビーイングを押し下げることを指摘した。 
論文[3]では，日本のテレワーク利用に絞り込み，日本でもコロナ感染によりテレワーク利用は
拡大したものの，欧米諸国と比較すると利用率は低かった理由について論じている。日本にはテ
レワーク利用の ITインフラは整備されているので，技術的な制約が理由ではない。主な原因は，
対面・書面・押印といったビジネス慣行を始め，融通が利かず，柔軟性に欠けた日本の働き方に
問題があることを指摘した。そして図 4に示すように，このような障害が生産性を押し下げ，長
時間労度を招き，働く人の幸福度を下げることを指摘した。 
テレワーク利用は，図 3の基礎条件で示す「④自立性・コントロール」に関連する。本人の意
思に沿って正しく導入されれば，自分の働く時間と場所をコントロールすることができ，自立性



は高まり，ウェルビーイングは高まる。そしてウェルビーイングが高まれば，図 4の悪循環を逃
れることができ，生産性は高まり，労働時間も減ることが期待される。 
なお，研究成果は学術論文以外にも，各種メディア向けに情報発信をしている。これら執筆活
動については，以下「メディア向け情報発信」を参照されたい。 
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